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ごあいさつ

柴田　篤郎

　組合員や地域の皆様には、平素より、ご理解・ご協力をいただき厚くお礼

申し上げます。

　日頃よりお取引をいただいております皆様に、ＪＡしみずの経営方針や経

営内容をわかりやすくご紹介するため、本年もディスクロージャー誌を作成

しましたので、何卒ご高覧いただきますようお願い申し上げます。

　令和3年度は、低金利環境の継続、新型コロナウイルス感染症の再拡

大、ウクライナ情勢悪化を受けた資源高騰など、農業・ＪＡ事業を取り巻く環

境のみならず、世界経済、人々の生活にも深い影を落とす1年となりました。

しかしながら、新型コロナウイルス感染症の発生から約2年がたち、ウィズコ

ロナが叫ばれる特殊な事業環境の中で、私たちＪＡは、組合員・利用者の

皆さまの利便性を損なうことがないよう、工夫を凝らして組織の運営に努め

てまいりました。

  このような時代を映し、葬祭事業においては葬儀規模の縮小や施行件

数が減少傾向となるなど、厳しい事業環境が続いております。一方で信用

事業においては低金利環境を背景にした旺盛な住宅購入需要を取り込

むことで、住宅ローンを中心に貸付金残高を伸ばすことができ、収益の積

み増しに大きく貢献しました。また、これまで当組合の関連会社であった静

岡ジェイエイフーズ（株）につきましては、長きにわたる交渉期間を経て、当

年度中に無事、静岡ミツウロコフーズ（株）への移行が完了したことをお伝

えするとともに、今後とも互恵関係を築いて参りたいと存じますので、組合員

の皆さまの変わらぬご愛顧をいただきますようお願い申し上げます。

  組合員をはじめとする利用者の皆様が当ＪＡを利用して頂いた結果、当

期剰余金は607百万円となりました。更に、令和4年3月期の自己資本比率

は、13.09％と最低自己資本比率規制の4％を大きく上回っており、利用者の

皆様に安心して利用して頂ける財務状態を確保しております。

  最後に、ＪＡしみずは、すべての組合員や地域の皆様に満足いただける

取り組みを展開するとともに、「農協があって良かった」といわれる農協を確

立し、将来にわたり安定した経営を目指してまいりますので、今後とも一層

のご支援・ご理解を賜りますよう心からお願い申し上げます。

令和４年７月



私たちは、「農協があって良かった」といわれる農協を確立し、

地域から愛され、組合員とともに歩む農協を樹立します。

購買事業
農業生産に必要な肥料・農薬等の資材やお
米等の生活用品を提供しています。
　　購買品供給・取扱高　2,239百万円

指導事業
組合員や利用者の皆様の農業経営や生活
の向上をお手伝いしています。

販売事業
農家の皆様が生産した農畜産物を消費者の
皆様にお届けしています。
　　販売品販売・取扱高　3,861百万円

共済事業
病気･災害･事故等万一に備えて、生命･建
物･自動車共済等、安心と保障を提供してい
ます。
長期共済保有高　648,492百万円

その他の事業
農地整備事業　不動産事業

貯 金 残 高  314,105 百万円    貸出金残高     79,172 百万円

安心の「ＪＡバンク」システムです。

農林
中央
金庫

1972年10月１日

　　〒424-0192　静岡県静岡市清水区庵原町１番地

　　正組合員 6,171人 　准組合員19,368人　合計 25,539 人

　　28億9,303万円

 　理事25人　監事 6人 　

令和4年3月末現在

　　392人(うち正職員346人) 
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3か年計画（令和2～4年度）
（1）農業の生産拡大
　　【基本目標１】　生産拡大に直結する農業振興を行います
　　【基本目標２】　JA事業で生産拡大を強力に後押しします
　　【基本目標３】　生産拡大を応援する組合員組織を育成します

（2）経営環境に対応した事業・経営の転換
　　【基本目標4】　新時代に対応した信用・共済事業改革を行います
　　【基本目標5】　収支均衡に向けた経済事業改革を行います
　　【基本目標6】　組合員の意思反映に基づく組合運営を図ります
　　【基本目標7】　持続可能な経営基盤を確立・強化します 

■「JAバンク」システム
　ＪＡバンクは、貯金･ローンなど様々な金融サービスを通
して皆様の暮らしをサポートします。

　「ＪＡバンクシステム」とは、静岡県下ＪＡ･静岡県信連を
はじめ全国のＪＡ･信連･農林中央金庫が実質的に１つの金
融機関（ＪＡバンク）として機能し、組合員･利用者の皆様
により一層の「便利さ」と「安心」をお届けするためのシ
ステムです。ＪＡバンク（ＪＡ･信連･農林中央金庫）は豊富
な資金量とワイドなネットワークを活かして総合金融サービ
スを提供し、組合員･利用者の皆様の生活の向上に取り組
んでいます。



資産の部 負債･純資産の部

預  　　 金：静岡県信連等へ預け入れて運用しています。
有 価 証 券：国債等を購入し運用しています。
貸倒引当金：信用事業資産（貸出金）等の貸倒れに備えての準備金等です。
その他資産：土地、建物などの固定資産、未収金等の雑資産、系統機関等への出資金等です。
その他負債：借入金・未払金・仮受金等の雑負債等です。
純　資　産：皆さまからの出資金、法定準備金、任意積立金、当期未処分剰余金等です。

（注）百万円未満を切り捨てて表示しているため合計に不突合があります。

事 業 総 利 益：各事業収益から各事業直接費を差し引いた金額の合計です。
事 業 管 理 費：人件費、業務費、諸税負担金、施設費等、労働や施設の管理に必要な費用です。
事 業 利 益：事業総利益から事業管理費を差し引いた差額です。
経 常 利 益：事業利益に受取出資配当金等の事業外収益を加え、支払利息等の事業外費用を差し引いた金額です。
税引前当期利益または税引前当期損失(▲)：経常利益に固定資産処分益等の特別利益を加え、固定資産処分損等の特別損失を差し引いた金額です。
当期剰余金または当期損失金(▲)：全ての収益から費用・損失・法人税等を差し引いた金額で一般企業の当期純利益に相当します。
当期未処分剰余金：当期剰余金に前期繰越剰余金などを加えた金額です。

（注）百万円未満を切り捨てて表示しているため合計に不突合があります。

事業総利益

うち信用事業総利益

事業管理費

事業利益

経常利益

税引前当期利益または税引前当期損失(▲)

当期剰余金または当期損失金(▲)

当期未処分剰余金

（単 位：百万円） （単 位：百万円）

（単 位：百万円）

2021年度

3,752

1,786

3,510

242

510

571

607

1.328

決算のあらまし
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2020年度

3,825

1,895

3,604

220

475

466

347

878

2021年度

314,105

1,699

5,838

321,642

19,969

341,611

2020年度

311,913

1,811

5,714

319,439

19,804

339,244

2021年度

852

206,431

28,896

79,172

▲ 304

26,564

341,611

2020年度

791

213,501

22,074

75,900

▲ 306

27,282

339,244



A

B

C

A÷（B＋C）

19,549

142,041

7,289

13.09%

 

総与信残高（Ａ）

79,209百万円

金融再生法開示債権（Ｂ）

684百万円 681百万円

保全額（Ｃ）

正常債権
78,525百万円

正常債権以外（Ｂ）

653百万円

30百万円

0百万円

651百万円

破産更生債権および
これらに準ずる債権額

危険債権額

要管理債権額

0.864%

総与信残高に占める
金融再生法開示債権の比率

Ｂ÷Ａ

Ｃ÷Ｂ

※上記比率は貸出金等のなかにどのくらい金融再生法の開示債権（全金
融機関共通）があるかを示していますので、この比率が低いほど健全な
貸出金等が多いといえます。当ＪＡは健全な運用を行っており、堅実な
経営をしております。

※貸出金等の回収が困難になるなど万が一の事態に備えて、どのくらい担
保や引当金で手当て・保全ができているかを示しています。当ＪＡはこの率
が99.537％であり、十分な保全措置をとっています。

（単位：百万円）

担保・保証・引当金等による
保全率

99.537%
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オペレーショナル・リスク÷8％

0百万円

30百万円



安心①　破綻未然防止システム

ＪＡバンク全体で経営の健全性を確保し、組合員・利用者の皆さまに一層の安心をお届けします。

安心②　貯金保険制度

貯金者を法律によって保護する保険制度です。（貯金には保険がかけられています。）

ポイント１ 経営状況のチェック ポイント２ 経営改善への取組み ポイント３

ＪＡバンク
中央本部
県本部

個々のＪＡ 改善取組ＪＡ

健全ＪＡ

ＪＡバンク
支援基金

事業形態の
見直し

経営健全性
の向上

自主ルール
基準に該当

援支導指

み
組
取
の
へ
善
改
営
経

等金貯外以象対等金貯象対

当座貯金　普通貯金　別段貯金

決済用貯金（利息がつ
かない等の条件を満た
す貯金）
　　　　　　　

（注1）
決済用貯金以外の貯金
　　　　　　　

その他の貯金等
定期貯金、定期積金、

貯蓄貯金等

対象以外貯金等
外貨貯金、譲渡性貯金等

全額保証 合算して元本1,000万円までとその利息等（注2）
破綻農水産業協同組合の財産の状況に応じて支払い

（一部カットされることがあります。)

（注1）「無利息、要求払い、決済サービスを提供できること」という3つの条件を満たすものです。

（注2）1,000万円を超える元本とその利息等については、破綻農水産業協同組合の財産の状況に応じて支払われますので、一部カットされることが
　　   あります。

本　　　店 TEL.367-3200(代)
興 津 支 店 TEL.369-1121
小 島 支 店 TEL.393-3111
両河内支店 TEL.395-2221
庵 原 支 店 TEL.367-3229
袖 師 支 店 TEL.365-1122

飯 田 支 店 TEL.366-0217
高 部 支 店 TEL.346-0149
清 水 支 店 TEL.334-2525
三 保 支 店 TEL.334-0258
下清水支店 TEL.352-7128
有 度 支 店 TEL.345-4136

草 薙 支 店 TEL.345-3324
由 比 支 店 TEL.375-2151
蒲 原 支 店 TEL.385-2156
ローンセンター TEL.367-3268

市外局番(054)
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安心を支える２つの制度
セーフティーネットについて          
　　当ＪＡは、リスクに対応した経営と自己資本の充実に努めています。また、万が一の場合でも皆様の
　　貯金はＪＡバンク制度と貯金保険制度で守られています。

（JAバンク独自のシステムです。）

（国による公的制度です。）

JAバンク支援基金によるサポート
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